
こんな時代だからこそ 新しい働き方
労働者協同組合法の活用で

JILPT労働政策フォーラム
「シニアとフリーランスの新たな働き方の選択肢
─労働者協同組合で事業を興す！─」
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私たちの自己紹介

名称 労働者協同組合 上田（通称 労協うえだ）

設立 令和５年３月２４日

出資総額 ５０万円（1口２千円、２口以上）

組合員 １２名（男性６名、女性６名）
40代･･･３名  50代･･･１名
60代･･･５名  70代･･･３名

今期の売上見込高 １２０万円
（令和６年６月時点）

※２０２３年８月末で第１期終了（定期総会実施）現在２期目の活動中
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私たちの活動スローガン

こんな時代だからこそ 新しい働き方で これまでの人生経験と
趣味や資格を活かした仕事づくりを一緒にしませんか

私たちの大きな目標
少子高齢化社会の中で、地域社会生活にもうひとつの新しい歯車を創りたい！
それは、６０代～７０代の元気なシニア層が地域の守り手として地域の困り事を
解決する仕事（担い手）として活躍する！そんな新しい地域社会の仕組みを創っ
てゆくことです
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私たちは協同労働の協同組合 「労働者協同組合上田（労協うえだ）」を発足させました

私たちの考え方

少子高齢化社会は地域生活においても様々な支障や弊害をもたらしています。私たち
は今まさに高齢者仲間たちによる高齢者同士の助け合いが、問題解決の糸口になるもの
と考えています。具体的には、庭の木を切りたい・草刈りしてほしい・ここに棚が欲し
いなど業者に頼むほどではないが、チョットした手が欲しいという身近な相談事を地域
に住む身近な高齢者達が仕事仲間としてお手伝いする仕組みです。

厚労省の人口統計でも就労を希望する高齢者の割合は7割を超えていると言われてます
が、この地域のまだまだ元気な高齢者たちの潜在的な能力をこの様な新しい働き方で発
揮して欲しいと考えています。こんな想いから発足させたのが「労働者協同組合 上田
（略称:労協うえだ）」です。
私たちは、これまでの人生でえた経験や資格・趣味を活かした様々な働き方を組織化
し提案して行きます。経験豊富な高齢者たちが楽しく生き生きと働きながら自らの存在
感が地域で感じられる様なそんな生き方の提案です。この活動は地域社会への貢献と地
域活性化の原動力になるものと確信しています。

人生１００年時代に相応しい地域社会の再構築です。
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危機的な状況を迎えている少子高齢社会の中で、時代にふさわ
しい社会のしくみ作りが、大きく立ち遅れているのではないか
と感じています！
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人生１００年時代、長寿社会の時代に相応しい生き方、
過ごし方の提案です！

それは、６０代～７０代の元気なシニア層が地域の守り手として
地域の困り事を解決する仕事人（担い手）として活躍する！
そんな新しい地域社会の仕組み、新しい生活スタイルを地域に
創っていこうという提案です

具体的手法として、労働者協同組合法を活かした新しい働き方で、
持続可能で皆が元気に楽しく生きる地域社会を創っていこうとい
う事です！！！
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労働者協同組合の良いところ

１．地域の担い手づくり

次の担い手の人たちに繋いでゆくことができる組織です。
この組織は、個人企業でなく、協同労働の協同組合であること。

２．新しい働き方で、楽しく働く仕事づくり
３．いつまでも元気に生きる健康寿命づくり

新しい働き方の基本原則に従い、持続可能で活力ある
地域社会の実現につながる活動です。
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ご清聴ありがとうございました
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